
 

 

 運送業を営む会社を経営していると、休まずにもっと働いてお金を稼ぎたい、働

かせてくれなければ辞めて他の会社に転職する、などと言ってくる運転手がいるこ

とに気づくことと思います。 

 たくさん働きたいという意欲は素晴らしいのかもしれませんが、使用者には運転

手の健康に配慮する義務（労契法 5 条）がありますので、本人が望んでいるからと

いって、恒常的な長時間労働を容認するわけにはいきません。ある程度までであれ

ば、多めに運転させても構いませんが、度を超して働きたいという希望を押し通そ

うとする運転手については、断固として長時間労働を拒絶する必要があります。そ

の結果、転職してしまうかもしれませんが、やむを得ない選択と腹をくくるべきで

しょう。 

 なお、時間外割増賃金は 1 日 8 時間を超えて働かせたときだけ支払うものではな

く、週 40 時間を超えて働かせた場合にも支払う必要がありますので、週 6 日以上

働かせた場合には朝から残業（時間外労働）扱いになり時間外割増賃金の支払が必

要となる可能性があります。また、休日を定めなかった場合であっても、7 日続け

て働かせた場合には、7 日目の日は法定休日として取り扱われることになりますの

で、休日割増賃金を支払う必要があります。残業代（割増賃金）請求対策という観

点からも、恒常的な長時間労働を抑制する必要があるところです。 
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Ｑ364．運送業を営む会社を経営していますが、休日なしで長時間働い

てお金を稼ぎたいと言ってくる運転手にはどのように対応すればいい

でしょうか。 


